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自開産者の状態に対する知的欝害者更生施設の
生活支援員の認識
松山郁夫
Recognition of Social Workers about Condition of Autism 
Ikuo MATSUYAお1A
嬰 E::. 沼
福祉施設において自閉症者への生活支援の質を高めるためには、生活支援員が自閉症者の状態をど
のように捉えているのかを検討する必要があると考えられる。このため、本研究の目的は、知的関害
者更生施設で青年期・成人期の自開症者への生活支援を行っている生活支援員における自問疲者の状
態に対する認識について明らかにすることである。方法として、自開症者が入所している知的時害者
吏生施設の生活支援員を対象として、自閉症者の状態に対して意識する程度を問う独自に作成した30
項目の費問を記載した質問紙禁によるアンケート識査を実施した。 122人からの有効回答を分析対象
とし、質問項目について因子分析を行った結果、自閉症者の状態に関して「対人・行動JI社会JI衝
動JI回執Jの4臨子が抽出された。また、「対人・行動JI社会JI闘執jの昭子について各々相関が
認められた。
Keywords:自閉症状態知的障害者更生施設生活支援員
1奮はじめに
自開症については、米国精神医学会 (AmericanPsychiatric Association:APA)における「精神酷害の診断・
統計マニュアル第4版J(Diagnostic and Sぬtistical話anualofMental Disorders 4th Edition: DSM-IV， 1994)で、
自間性障害として記述されており、①相互的対人関係における障害、②意志伝達の障害、(]:行動・興味及
び活動の限定され反復的で常向的な様式、の3領域における特徴が生後3年以内に発現する発達結審と定
義されている九
自閉症の中で、知能検査による知能指数が70以上の高機能例については広義の高機能自閉痕とされ、自
閉症の約20%を占めている九また、自閉症の約80%は知的樟害も併せ持っているため、脳に機能障害が
あるとされている。
健康スポーツ科学講座
282 松山郁夫
宙開症者が地域で、自立した生活をするには、間闘がその樟害特性について理解する必要があるが、自閉
症が示す独特な状態像を理解することには閤難さがある。このため、特に自陣症者本人だけでなく自閉症
者を持つ家族のストレスの軽減を含めた家族への対応を地域で行うことが重視されている九しかし、
年期や成人期に達した自閉症者で知的障害を併せ持つ場合、地域における自立生活が閤難なことが多く、
自閉症者の殺が高齢になると知的障害者更生施設等の福祉施設に入所せざるを得ない現状がある。なお、
平成18年度において全国自閉症者施設協議会に57施設が登録をしているが、そのうち48施設 (84.2%)は
知的障害者更生施設となっている。
家庭での生活が関難な自閉症者には十分な生活支援が必要なため、地域における小規模施設が望ましい
とされているがヘ現時点ではグループホームが少ないこともあり知的障害者更生施設に入所するケース
が多い。
発達的に見た自陣症の認知障害は発達の遅滞の樟害として現れ、加齢とともに変化する。認知の構造は、
自閉症という特鍛を持ちながらも一人ひとり異なった発達をし、発達の過程の中で修復されたり不均衡さ
が自立ってくると指搭されている九したがって、自閉症と診断され、共通した自閉症の症状があったと
しても各人の状態像は異なるため、一人ひとりの状態を把握した上で各々に正、じた生活支援をすることも
必要で、ある。
しかしながら、自陪症には対入、 行動等に関する特異な症状があるため、状態橡を理解すること
には国難さがある。さらに知的樟害を伴う場合自分の内語を他者に伝えることが難しいため、本人の意思
を確認できないことが多い。このため、自閉症者が多数入所している知的欝害者更生施設の生活支援員に
は、自閉症者の生活全殻に関する支援を行うためにその状態を捉えておくことが不可欠となる。
以上のことから、知的障害者吏生施設で知的障害を併せ持っている自閉症者の生活支援の質を高めるた
めには、生活支援員が自陣症者の状態をどのように捉えているのかを検討する必要があると考えられる。
したがって、本研究では、知的障害者更生施設で青年期・成人期の自閉症者への生活支援を行っている
活支援員における自閉症者の状態に対する認識を明らかにすることを目的とする。
互.方法
仁調査対象と調査項毘
調査対象は、入所タイプの知的障害者更生施設において、自閉症者への生活支援を行っている生活支援
員とした。無記名で独自に作成した質問紙を郵送により配布・臨収した。合計162人の思答のうち全項自
に回答している122人の質問紙諦査票を有効回答とし(有効閤答率75.3%)、分析対象とした。
調査項目について、回答者のプロフィールに関しては、性別、年齢、職種、自閉症に関わった年数、対
象者の種類、所麗する施設の種類を付記した。
分析対象者のプロフイールは次の通りであった。
性別は、男性62人 (50.8%)、女性60人 (49.2%)であった。
年齢は、 20歳から66歳で、平均年齢33.8歳(標準備差9.9歳)であった。
自閉症者に関わった年数はO年(1年未満)から28年で、平均6.1年(標準偏差5.9年)であった。
分析対象者122人全員が、主に関わっている対象者の時期については青年期と成人期、主に関わってい
る対象者の障害種類については知的障害のある自閉症であった。
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2.調査期間と調査方法
調査期間は平成18年12月20日より平成四年l丹20日までの 1か月間とした。
調査方法は、全圏自閉症者施設協議会に加盟している入所タイプの知的欝害者更生施設から無作為に選
んだ20か所に、独自に作成した質問紙調査票を郵送にて配布し回収する方法で実施した。 15か所から自答
が得られた。
なお、倫理的配慮として質問紙調査察を郵送した施設に対して、調査の主旨とデータの分析に際しては
すべて数値化するため施設名は一切出さないことを文書で説明し、問答をもって承諾が得られたこととし
た。
3.調査内容と分析方法
質問紙作成にあたっては、自閉症者の療育等の生活支援を行っている知的障害者更生施設福祉の生活支
援員 5人から、自閉痕者の状態に関して気になっていることを開き、圏答が複数あった30項呂を質問項目
として使用することにした。
自開症者の状態において意識する程度を問う独自の30項目の質問項目を作成した。閤答は「まったく気
にならないJ(1点)、「少し気になるJ(2点)、「ある程度気になるJ(3点)、「かなり気になるJ(4点)、
河ド常に気になるJ(5 点)までの 5 段階評価とし、各質問項自について等間関に並べた 1~5 までの数
字のうち、あてはまる数字にOをつけるようにした。
分析方法として、まず各質問項目の平均値と標準舗差を算出した。次に各質問項目についてプロマック
ス閤転を伴う主協子法による因子分析を行った。また因子ごとの平均値を求めた。その際閤子ごとの項目
数が異なるため、算出された平均値を項目数で除したものを平均値として示した。さらに関子スコアを用
いて各国子間の相関係数を算出した。
班E 結 果
自閉症者の状態において意識する程度の平均値については表lの通りであった。
自閉症者の状態において意識する程度を問う30項目における、 Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の制度
は0.87であった。また、 Bartletの球面性検定では有意性が認められた (p<.01)。このため、 30項目に
ついては由子分析を行うのに適していると判断した。
生活支援員における自閉症者の状態に対する認識の構造を分析するために、これら30項呂について因子
分析(主圏子法、プロマックス自転)を行った結果、由有値スクリープロットから 4因子が適当であると
判訴したが、因子負荷量カ'0.4未満の項目が4つあった。この4項目を削除して再震昌子分析(主因子法、
プロマックス回転)を行った。プロマックス閤転後の最終的な因子パターンは表2のとおりであった。な
お、自転前の4関子で26項自の全分散を説明する割合は62.89%であった。
各国子のCronbachのα係数を求めたところ、第1因子から第4関子までの順に0.89、0.89、0.87、0.81
であり、全項目で0.93と高い値を示したことから、かなり高い内的一貫性を有していると判掛された。累
穣寄与率は56.35%であった。
因子別の平均値(標準偏差)は第l由子2.59(0.74)、第2因子2.57(0.75)、第3因子3.79(0.87)、
第4因子2.40(0.72)であった。
国子スコアによる因子関の相関部数は第 1因子と第2因子関0.62、第 l菌子と第4因子間0.55、第2因
子と第4由子関0.62であり、各々相関が認められた。なお、第1因子と第3菌子問、第2由子と第3国子
284 松山郁夫
関、第3因子と第4菌子間については各々弱い椙関であった。
第1顕子は、円也者とかかわりがないことJrこだわりがあることJr落ち着きがないことJrコミュニ
ケーションがとりにくいことJなど、主として対人関係や行動上の障害に関する内容であるため、 f対人・
行動jと名づけた。
第2由子は、「行事に参加できないことJr集団のなかに入れないことJr注意しでもいうことを関かな
いことJr周盟の雰囲気を感じとれないこと」など、主として社会性の障害に関する内容であるため、同士
会」と名づけた。
第3由子は、「他害行為をすることJr自傷行為をすることJrものを投げたり壊したりすることJr衝動
的な行動をとることjと、自己コントロールが困難で筏動的あるいは攻撃的な行動に関する内容であるた
表1 自関定者の状態に対する意識についての質問環器の平均舗と壊準備差
質問項目 平均値 標準偏差
1.コミュニケーションがとりにくいこと 3.25 1.145 
2. こだわりがあること 3.29 1. 079 
3.地者とかかわりがないこと 2.56 1. 061 
4.落ち きカfないこと 2.88 1.017 
5.独り曹が多いこと 2.42 1.027 
6.視線が合わないこと 2.08 1. 001 
7.他害行為をすること 4.14 .939 
8.興味・関心に備りがあること 2.59 1. 066 
9.場面や環境の変化に不安を示すこと 3.38 .982 
10. 自{毎行為をすること 3.99 .992 
11.運動がぎこちないこと 2.04 .876 
12. 自分の世界に浸ること 2.20 .918 
13. うことを理解していないこと 2.57 .935 
14.特定の物を握って離さないこと 2.33 1.064 
15.特定の人としか関係がとれないこと 2.68 1.054 
16.衝動的な行動をとること 3.47 1.107 
17.注意しでも うことを開かないこと 2.78 1. 087 
18.物を投げたり壊したりすること 3.54 1. 054 
19.集団のなかに入れないこと 2.53 .938 
20.集中力がないこと 2.44 .882 
21.手先が不器吊なこと 1. 97 .862 
2.勝ち負けにこだわること 1. 93 .874 
23.椅子に躍っていられないこと 2.48 .989 
24.ー庄の流れや物事の順番にこだわること 2.93 1. 002 
25.物の位置や道}I買にこだ、わること 2.82 1. 029 
26.行事に参加できないこと 2.48 1.046 
27.周囲の雰閤気を感じとれないこと 2.42 1.003 
28.身イ本を触られるのを嫌がること 2.33 1.000 
29.相手の感情や意図がよめないこと 2.63 1.151 
30.順番を待つことができないこと 2.60 .985 
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め、「衝動jと名づけた。
第4閤子は、 f物の位置や道}I買にこだわることJ Bの流れや物事の}I責番にこだわることjなど、主と
表2 自閉症者の状態に対する意識についての質調項詰の因子分析結果
質問項自 第l因子 第2国子 第3国子 第4因子
第 l因子「対人・行動J
3. 1也者とかかわりがないこと .819 .149 一.069 .237 
2. こだ、わりカfあること .693 一.106 .321 .086 
4.落ち きがないこと .688 .012 .328 .188 
1.コミュニケーションがとりにくいこと .683 .198 .301 .042 
11.運動がぎこちないこと .683 一.087 一.202 .269 
12.自分の世界に浸ること .592 .278 一.208 .056 
6.視線が合わないこと .570 .156 .173 .119 
5.独り雷が多いこと .548 .033 .085 .228 
8.輿味・関心に儀りがあること .474 .083 .048 .440 
第2因子同士会J
26.行事に参加できないこと .142 .790 .005 .026 
19.集屈のなかに入れないこと .121 .763 一.102 一.010
17.注意しでも うことを関カ五ないこと .071 .741 .187 .198 
27.周囲の雰囲気を感じとれないこと 一.054 .685 一.028 .256 
13.相手の言うことを理解していないこと .362 .466 一.019 .030 
30.順番を待つことができないこと .045 .444 .302 .143 
15.特定の人としか関係がとれないこと .278 .428 .165 一.020
23.椅子に鹿っていられないこと .008 .425 .191 .249 
第3因子「衝動J
7.他害行為をすること .015 .048 .802 .002 
10.自傷行為をすること .036 .012 .779 .006 
18.物を投げたり壊したりすること 一.088 .130 .744 .133 
16.衝動的な行動をとること .296 一.065 .639 .103 
第4園子「器執J
25. 物の位置や道}II~にこだわること 一.151 .006 .223 .773 
24.一日の流れや物事の順番にこだわること .098 .078 .293 .762 
21.手先が不器用なこと .344 一.028 一.224 .593 
2.勝ち負けにこだわること .045 .113 .097 .555 
28.身体を触られるのを嫌がること .155 .224 .018 .465 
表3 自閉症者の状態に対する意識に関する因子相関行列
国 第1因子 第2閤子 第31ZSl子 4因子
第l因子「対人・行動J 1.000 
第2因子「社会J .622 1.000 
第3因子 f衝動j .205 .296 1. 000 
第4由子「思執j .545 .621 .198 1.000 
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して間一性の保持に関する内容であるため、「国執Jと名づけた。
N.考察
白鶴症者が入所している知的障害者更生施設において、自問症者の生活支援を行っている生活支援員
は、自開症者の状態に関して「対人・行動Jr社会Jr衝動Jr臨執Jの4つの構造からなる捉え方をして
いることが示唆された。したがって、生活支援員は密閉症者の状態をその欝害特性を踏まえて捉えようと
していると推察される。
知的障害者更生施設は日常生活を営む場であるため、生活支援員は自簡症者の日常生活の支障に対する
援助を行っている。援助厨難な自閉症者への関わりを円滑に進めるためには、その内面の心理的特性を捉
えることが必要とされているヘしかしながら、自問痕者は共感性が希薄なことによって他者とのコミュ
ニケーションが成立しないことが多いため、その内面の心理的特性を捉えることが難しく、日常生活で支
障をきたすことになる。したがって、第1因子「対人・行動Jは、自陣症者とのコミュニケーションが成
立しないことによって、内面の心理的特性を捉えることの困難さを表していると考えられる。
自閉症者のコミュニケーション能力の障害や社会的認知の障害は対人関係の形成に困難をもたらし、そ
のことで不適正、を生じる可能性が高い九また、自閉症には様々な変化をする間関の状況や人間関係のあ
り様を瞬時に捉え、判断する能力が不足している結果、不適応行動が起こりやすくなると指摘されてい
るヘさらに、福祉施設において、普段の生活状況と異なるプログラムとなる行事には参加できない等の
不適応行動が見られた場合、対処の仕方が難しいことが多い。このため、第2因子「社会jは、自陣症者
が集団生活を営む知的障害者更生施設において社会的行動をとるように支援することの難しさを表してい
ると推察される。
青年期の自陣症に多く見られる攻撃行動の背景として強迫症状がある。この時期の強迫行動は一般の強
迫性障害の擦のものと開ーである。強迫行動の背景には、したくないことを無理にさせられていることが
多い九青年期以降において知的障害者更生施設では、一定時間の作業等を課すことを指導の一環として
行っているが、指示的対応が多い等指導の仕方によっては自開症者にとって攻撃行動が起きやすい状況に
なることが考えられる。また、自分の要求が遂げられない場合、自傷行為、地害行為等により社会生活に
困難をきたすこともある則。したがって、第3因子「衝動jは、青年期の自開症者に顕著に見られる自傷
行為や他害行為等の攻撃行動に対処することの困難さを表していると考えられる。
自閉症の診断にあたって最も重要な項目は、反諜的または常用的な行動や執着的な行動・輿味・活動の
パターンで、横目づかい、物を近くに寄せて見る、手かざし、物の{立置をすぐ元に民す、いつも決まった
道でないと通ろうとしない、などとされているω。自閉症の棺談を行う機関では家族や支援者から、こだ
わり、パニックなどの行動障害への対応が臨難との棺談が多いi九つまり、こだわりは崩閤の人が対町、に
悩む症状だと言える。このため、第4因子「田執Jは生活支援員が生活支援を行う際、自閉症者のこだわ
りへの対応の困難さを表していると推測される。
さらに、第3因子「衝動Jの下位項目の平均値より他害行為等衝動的行動に対する意識は高いことが伺
える。これは、自傷行為、地害行為等身体に危険が及ぶ行為に対して阜く発見し却座に対応する必要があ
るためと考えられる。
また、生活支援員は、第1因子 f対人・行動Jと第2因子 f社会j、第 l因子「対人・行動Jと第4関
子「閤執」、第2悶子「社会Jと第4因子 f閤執J跨各々について関連性をもって捉えていることが示唆
された。ニのことは、自閉症には共感性の希薄さやこだわり行動が継続するため対人関係がとりにくく、
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社会的jレールを理解して状況に応、じた行動が困難なために、生活支援員はこれらを関連させて捉える必要
性を認識していることによると誰察される。
V.結論
本研究では、知的障害を併せ持っている青年期・成人期の自閉症者への生活支援を行っている知的障害
者更生施設の生活支援員における自閉症者の状態の捉え方について検討した。その結果、自閉症者の状態
に関して「対人・行動JI社会JI衝動JI間報uの4つの構造からなる捉え方をしていることが示唆され
た。生活支援員が自閉症者の状態に関する、第 l因子「対人・行動Jは内面の心理的特性の把援、第21ZC1
子「社会Jは社会的行動をとるような支援、第3因子「衝動Jは自傷行為や他害行為等の攻撃行動への対
応、第4因子「固執」はこだわりへの対応、各々の留難さを表していると考えた。特に意識しているのは
第3菌子 f衝動Jで、衝動的な行動を阜く発見し部躍に対応する必要があるためと推察した。また、生活
支援員が自閉症の状態を把握する際、「対人・行動JI社会性JI臨執」について各々関連をもってみてい
るのは、共感性が希薄なことやこだわり行動が継続し、対人関係がとりにくく社会的ルールを理解するこ
とに困難さがあることにより、支援に際してこれらについて関連を持って捉える必要があるためと考え
た。
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